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広
報

　新春恒例の徳島駅伝が１月４日・５日・６日の
３日間にわたって行われ、鳴門市チームが２年ぶり
30回目の総合優勝を果たしました。

２年ぶり30回目の優勝
～ 第58回徳島駅伝 ～

総合優勝３０回目　徳島駅伝 2～3
みんなで知ろう！ ｢鳴門市自治基本条例｣ 4
平成２２年度決算報告 5～7
住民税の申告など 8～9
市からのお知らせ　臨時職員募集など 10～11

市からのお知らせ　市有地の競争入札など 16

鳴門市成人式 18～19
すこやかライフ　インフルエンザ予防など 17

まちのできごと　ものづくり魅力発見セミナーなど 20

情報ガイド　うずしお大使募集など 12～15

主な内容	 ページ

鳴
門
携
帯
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
：
災
害
情
報
や

休
日
当
番
医
な
ど
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 2



選
手
ら
全
員
が
役
割
を
果
た
し
王
座
奪
回　
徳
島
駅
伝

【
初

日
】　
１
月
４
日
、
１
区
の
高

校
生
区
間
を
任
さ
れ
た
選
手
ら
は
海

陽
町
の
宍
喰
橋
を
午
前
７
時
30
分
に

一
斉
に
飛
び
出
し
ま
し
た
。
王
座
奪

回
に
向
け
先
行
逃
げ
切
り
を
狙
い
た

い
鳴
門
は
、
中
野
雅
俊
選
手（
鳴
門

高
校
）が
１
位
の
徳
島
と
４
秒
差
の

２
位
で
２
区
へ
と
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、

今
大
会
の
鳴
門
の
快
進
撃
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
長
丁
場
の
３
区
で
は

西
山
容
平（
大
塚
製
薬
）が
区
間
賞
の

走
り
を
見
せ
、
徳
島
を
抜
い
て
首
位

を
奪
い
、
そ
の
後
、
区
間
賞
は
12
区

元
木
駿
介
選
手（
鳴
門
高
校
）だ
け
で

し
た
が
、
初
日
の
徳
島
市
の
新
聞
放

送
会
館
別
館
前
ま
で
の
16
区
間
中
13

区
間
で
５
位
以
内
に
入
る
安
定
し
た

力
を
発
揮
し
、
首
位
を
譲
り
ま
せ
ん

で
し
た
。（
鳴
門
は
初
日
、
93
・
１
㌔

を
５
時
間
１
分
53
秒
で
２
位
徳
島
と

５
分
12
秒
差
）

【
二
日
目
】　
１
月
５
日
、
徳
島
市
の

鷲
の
門
前
か
ら
三
好
市
の
阿
波
池
田

駅
前
ま
で（
17
～
32
区
、91・７
㌔
）を

競
い
、
鳴
門
は
前
半
伸
び
悩
み
一
時

は
２
位
徳
島
に
１
分
32
秒
差
ま
で
迫

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
24
区
の
中
野

雅
俊（
鳴
門
高
校
）、
28
区
の
片
岡
祐

介（
大
塚
製
薬
）の
区
間
賞
で
勢
い
を

取
り
戻
す
と
、
30
区
で
は
天
野
健
太

（
大
塚
製
薬
）が
区
間
ト
ッ
プ
の
走
り

で
２
位
徳
島
と
の
差
を
広
げ
、
鳴
門

は
16
区
間
中
８
区
間
で
区
間
３
位
以

内
と
好
調
な
走
り
を
見
せ
、
初
日
に

続
い
て
二
日
目
も
鳴
門
が
制
し
ま
し

た
。
通
算
タ
イ
ム
は
10
時
間
14
分
44

秒
で
２
位
徳
島
と
の
差
は
５
分
32
秒

に
広
が
り
ま
し
た（
５
日
は
５
時
間

12
分
51
秒
）。

【
最
終
日
】　
１
月
６
日
、
三
好
市
の

阿
波
池
田
駅
前
を
ス
タ
ー
ト
し
徳
島

市
幸
町
の
新
聞
放
送
会
館
別
館
前
ま

で（
33
～
43
区
、
72・５
㌔
）を
競
い
ま

し
た
。
鳴
門
は
こ
の
日
、
区
間
賞
は

な
か
っ
た
も
の
の
、
最
後
ま
で
ラ
ン

ナ
ー
一
人
一
人
が
確
実
に
役
割
を
果

た
し
、
前
日
ま
で
の
リ
ー
ド
を
守
り

き
り
、
王
座
を
奪
回
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
カ
ー
の
石
川
佳
彦
主
将（
日

亜
化
学
）を
ゴ
ー
ル
で
待
ち
構
え
て

い
た
駅
伝
フ
ァ
ン
や
選
手
団
ら
約

５
０
０
人
に
囲
ま
れ
て
、
勝
利
を
確

信
し
た
笑
顔
と
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
で

ゴ
ー
ル
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
駆
け

つ
け
た
チ
ー
ム
メ
ー
ト
た
ち
に
石
川

主
将
は
胴
上
げ
さ
れ
、
２
年
ぶ
り
30

回
目
の
総
合
優
勝
の
喜
び
を
分
か
ち

合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
県
内
16
郡
市
が
新
春
の
阿
波
路
で
健
脚
を
競
っ
た「
第
58
回
徳
島
駅

伝
」。
１
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
43
区
間
２
５
７・
３
㌔
を

鳴
門
が
14
時
間
７
分
54
秒
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
２
年
ぶ
り
30
回
目

の
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
総
合
２
位
の
徳
島（
前
回
優
勝
）と

は
４
分
10
秒
差
、板
野
が
３
位
、４
位
小
松
島
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
に
飛
び
込
む
ア
ン
カ
ー
の
石
川
選
手

海陽

美波

小松島

徳島
脇
町

上
板

池
田 つ

る
ぎ

川
島

東
み
よ
し

奥浦

大里

牟岐

山河内
奥潟

由岐

福井
桑野

阿南

羽ノ浦

大松
八万

松茂

大津大
麻板

野板
野
西

石
井

浦
庄鴨

島
東

鴨
島三

島
穴
吹

土
成市

場阿
波

美
馬

三
野

シ
マ

井
川

江
口

木津野

辺川

初日出発点 （1区）

3区 西山選手 区間賞

第２日ゴール （32区）
最終日出発点 （33区）

初日ゴール 　（16区）
第２日出発点 （17区）
最終日ゴール （43区）

12区 元木選手
区間賞

24区 中野選手 区間賞28区 片岡選手
区間賞

30区 天野選手
区間賞

第58回徳島駅伝　個人表彰
【優秀競技者】
　中野　雅俊（鳴門高校２年）
　西山　容平（大塚製薬）
　天野　健太（大塚製薬）

鳴門30回の総合優勝
　1956年 （第２回）、 1962年 （第８回）～1971年 （第17回）
※10年連続、 1981年 （第27回）～1984年 （第30回）、 1991年
 （第37回）～2000年 （第46回）※10年連続、 2006年 （第52回）
～2008年 （第54回）、 2010年 （第56回）、 2012年 （第58回）

１
、
24
区　
中
野　
雅
俊

25
区　
福
池
陽
夏
太

８
、
30
区　
天
野　
健
太

９
、
43
区　
石
川　
佳
彦

１区〜16区
93.1㌔

初 日 コ ー ス

17区〜32区
91.7㌔

第２日コース

33区〜43区
72.5㌔

最終日コース
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１
、
24
区　
中
野　
雅
俊

６
、
18
区　
美
好　
雅
樹

５
区　
笠
原　
巧
巳

27
区　
横
瀬　
春
紀

25
区　
福
池
陽
夏
太

23
区　
相
原
佑
有
子

32
区　
青
野　
菜
美

22
区　
郡　
　
茉
衣

42
区　
小
松　
　
冴

２
、
37
区　
板
東　
健
志

３
、
38
区　
西
山　
容
平

７
、
19
区　
西
田　
光
佑

８
、
30
区　
天
野　
健
太

９
、
43
区　
石
川　
佳
彦

17
、
35
区　
廣
瀬　
憲
太

31
、
33
区　
蔭
藤　
拓
弥

16
、
41
区　
奥
内　
千
晴

13
、
29
区　
山
下　
和
将

28
、
34
区　
片
岡　
祐
介

４
、
40
区　
金
森　
博
至

14
、
21
区　
中
島　
遥
子15

、
39
区　
岡
村　
理
紗

12
、
36
区　
元
木　
駿
介 11

、
20
区　
村
上　
　
聡

10
、
26
区　
山
田　
大
策

3 平成24年２月号



4平成24年２月号

　自治基本条例の施行に伴い、市では市民の皆さんと共に協働のまちづくりを進めていきます。現在本市で 
行われている協働の事例を一部紹介します。
　市民の皆さんの主体的な活動が、地域課題の解決や市民サービスの向上につながります。自らが協働の主体 
として取り組むことができる具体的な事業案をお持ちの方や団体がありましたら、市民協働推進課または事業に
関連する担当課へご相談ください。市民の皆さんからの積極的な提案をお待ちしています。

問
E-mail 

協働の事例⑤ 市民参加の図書館づくり
　子どもから高齢者までの読書環境の充実は、市と地域の共通課題です。
市立図書館の活動を支援するために図書館に関わっていた多くのボラン
ティアグループの皆さんにより設立されたＮＰＯ法人「ふくろうの森」と
市は、2003年４月から協働による図書館運営を行っています。
　「ふくろうの森」会員が市職員と共に図書の貸出・返却などのカウン
ター業務や移動図書館車「青い鳥」業務に携わり、また蔵書点検や資料整
理などの業務も担っています。
　市も「ふくろうの森」がボランティア活動として実施するおはなし会や
科学・農業などの子ども体験活動をはじめ、成人を対象とした文学教室
の開催などを支援しており、常に対等な立場で話し合いと連携に努め、
市民目線の図書館づくりを行っています。
　また、 「ふくろうの森」主催の「図書館に本を贈るためのチャリティー
バザー」の収益金で、児童書などを寄贈されるなど、図書館資料の充実
にもつながっています。
　さらに、市と「ふくろうの森」の協働により、開館時間の延長やきめ細
やかな窓口サービスが実現できたことで、来館者や貸出冊数の増加にも
つながっています。
　厳しい財政状況の中でもサービスを低下させない市民参加による取り
組みは、図書館運営のモデル事例として、全国に紹介されています。
　これからも生涯学習や文化活動の拠点として、多くの市民の皆さんに
愛される市立図書館をめざして、パートナーシップを深めていきます。

協働の事例⑥

　高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らしていくための環境整備を行うことは、
市と地域の共通課題です。市は、徳島新聞鳴門地区販売店会と「高齢者等の生活状
況の見守りに関する協定書」を2010年５月に締結しています。
　販売店スタッフが配達先の高齢者宅を見守るとともに、異常に気づいた場合は、
速やかに市地域包括支援センターへ通報し、センター職員が安否確認を行い、状
況に応じた必要な取り組みを行っています。
　このように市民である事業者の皆さんも地域の一員として、地域課題の解決に
向け、積極的に参画することができます。高齢者を取り巻く諸課題には、きめ細
やかで柔軟な対応が必要であり、市民の皆さんと行政の協働が欠かせません。

カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
支
援

団
体
貸
出
の
支
援

月
末
館
内
整
理
支
援

連載
みんなで知ろう！「鳴門市自治基本条例」



5 平成24年２月号

　
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
や

特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
金
額
は
千
円
以
下
を
四
捨
五
入
）

●
国
庫
支
出
金（
注
１
）は
、｢

子
ど
も

手
当
負
担
金｣

や｢

耐
震
改
修
等
事
業

費
補
助
金｣

な
ど
の
増
額
が
あ
っ
た

も
の
の
、「
定
額
給
付
金
給
付
事
業
補

助
金
」な
ど
の
減
額
に
よ
り
、
前
年

度
と
比
較
し
約
２
億
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

●
県
支
出
金（
注
２
）は
、｢

緊
急
雇
用

対
策
事
業
補
助
金｣

や｢

参
議
院
議
員

選
挙
費
委
託
金｣

な
ど
に
よ
り
前
年

度
と
比
較
し
約
３
億
円
５
千
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

●
市
債（
注
３
）は
、「
小･

中
学
校
の

耐
震
化
事
業
」の
推
進
や
、
普
通
交

付
税（
注
４
）の
振
り
替
わ
り
で
あ
る

「
臨
時
財
政
対
策
債
」（
注
５
）の
増

に
よ
り
前
年
度
と
比
較
し
、
約
10
億

４
千
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

●
競
艇
事
業
か
ら
の
繰
入
金
は
、

５
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
歳
出
決
算
の
概
要
◇

●
人
件
費
は
、
職
員
数
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
約

１
億
５
千
万
円
の
減
、
扶
助
費（
注

６
）は｢

生
活
保
護
費｣

の
増
に
加
え
、

｢

子
ど
も
手
当｣

の
計
上
な
ど
に
よ
り

８
億
４
千
万
円
の
増
と
な
り
、
こ
れ

ら
と
公
債
費（
注
７
）の
合
計
で
あ
る

義
務
的
経
費（
注
８
）は
、
約
７
億
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

●
補
助
費
等（
注
９
）は
、
前
年
度
と

比
較
し
約
10
億
３
千
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
平
成
21
年
度

に
実
施
さ
れ
た「
定
額
給
付
金
給
付

事
業
」が
終
了
し
た
事
に
よ
り
ま
す
。

●
投
資
的
経
費（
注
10
）は
、「
小･

中

学
校
の
耐
震
化
事
業
」の
推
進
や「
消

防
庁
舎
建
設
事
業
費
」な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
較
し
15
億
４
千
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

用　
語　
説　
明

国
庫
支
出
金（
注
１
）･･･

国
庫
補

助
金
・
国
庫
負
担
金
な
ど
国
が
使

途
を
特
定
し
て
交
付
す
る
資
金

県
支
出
金（
注
２
）･･･

県
が
使
途

を
特
定
し
て
交
付
す
る
補
助
金
・

負
担
金
な
ど
の
資
金

市
債（
注
３
）･･･

建
設
事
業
な
ど

に
充
て
る
た
め
の
借
入
金

普
通
交
付
税（
注
４
）･･･

自
治
体

の
財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金

臨
時
財
政
対
策
債（
注
５
）･･･

国

が
財
源
が
不
足
と
な
っ
た
場
合

に
、
該
当
す
る
地
方
公
共
団
体
自

ら
に
地
方
債
を
発
行
さ
せ
る
制
度

扶
助
費（
注
６
）･･･

生
活
保
護
費

や
福
祉
施
設
で
の
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
お
世
話
に
必
要
な
費
用

公
債
費（
注
７
）･･･

市
債
の
返
済

に
充
て
る
元
金
と
利
子

義
務
的
経
費（
注
８
）･･･

人
件
費

や
借
金
返
済
な
ど
、
必
ず
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
金

補
助
費
等（
注
９
）･･･

他
の
地
方

公
共
団
体
や
民
間
に
対
し
て
、
交

付
さ
れ
る
現
金
的
給
付
に
係
る
経
費

（
主
に
、
講
師
謝
金
な
ど
の
報
償

費
、
保
険
料
な
ど
の
役
務
費
、
負

担
金
・
補
助
金
及
び
交
付
金
な
ど
）

投
資
的
経
費（
注
10
）･･･

道
路
整

備
や
施
設
建
設
、
災
害
復
旧
な
ど

に
使
う
お
金

　
平
成
22
年
度
一
般
会
計
決
算
額
は
、

歳
入
が
２
４
６
億
４
３
２
９
万
円（
前

年
度
比
21
億
５
１
６
３
万
円
増
）、

歳
出
は
、
２
３
９
億
５
７
２
０
万
円

（
18
億
２
８
７
２
万
円
増
）と
な
り
、

歳
入
歳
出
と
も
に
平
成
21
年
度
よ
り

増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子

ど
も
手
当
給
付
事
業
約
９
億
３
千
万

円
や
、
学
校
耐
震
化
推
進
事
業
16
億

４
４
０
万
円
の
実
施
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
歳
入
か
ら
歳
出
を
引
い
た
形
式
収

支
は
６
億
８
６
０
９
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
基

金（
家
計
で
い
う
預
貯
金
）や
市
債

（
家
計
で
い
う
借
入
金
）を
活
用
し
、

収
支
を
保
っ
て
い
る
状
態
で
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
。

◇
歳
入
決
算
の
概
要
◇

●
市
税
は
、
固
定
資
産
税
が
減
少
し

た
も
の
の
法
人
市
民
税
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
約
１
億

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
決
算
報
告

一般会計　歳入総額　246億4,329万円
歳　入

市税
80億6,459万円
（32.8％）

42.9％57.1％

諸収入
4億7,248万円

（1.9％）

人件費
60億421万円
（25.1％）

扶助費
47億5,454万円
（19.8％）公債費

30億1,643万円
（12.6％）

普通建設事業費
27億7,120万円
（11.6%）

物件費
24億382万円
（10.0%）

繰出金
24億4,876万円
（10.2%）

維持補修費 3億4,911万円（1.5%）
補助費等 6億5,327万円（2.7%）
積立金 14億7,586万円（6.2%）
投資的及び出資金貸付金 8,000万円（0.3%）

繰入金 9億5,390万円（3.9％）

依存財源その他
10億9,160万円（4.4%）

依存財源 自主財源

57.5％30.9％
その他の経費 義務的経費

投資的経費
11.6％

県支出金
17億2,354万円
（7.0%）

使用料･手数料 3億5,014万円（1.4％）
自主財源その他 7億1,922万円（2.9%）

地方交付税
45億2,132万円
（18.3%）

国庫支出金
38億6,690万円
（15.7%）

市債
28億7,960万円
（11.7%）

一般会計　歳出総額　239億5,720万円
歳　出

246億4,329万円

239億5,720万円
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実
質
公
債
費
比
率（
注
11
）な
ど
の
公
債

費
に
関
す
る
財
政
指
標
に
つ
い
て
は
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
に
係
る
市
債
お
よ

び
退
職
手
当
債
の
発
行
な
ど
に
よ
り
悪
化

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
の
財
政
の
弾
性
力
を
示
す

指
数
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
経
常
収
支

比
率
は
、
歳
入
で
は
普
通
交
付
税
な
ど
が

増
と
な
る
一
方
、
歳
出
で
は
人
件
費
が
減

と
な
っ
た
影
響
な
ど
に
よ
り
昨
年
度
よ

り
改
善
し
て
い
ま
す
が（
94･

４
％
→
88 ･

２
％
）、
扶
助
費
、
公
債
費
や
他
会
計
繰

出
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
増
大
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
公
共

施
設
の
耐
震
化
な
ど
、
緊
急
性
の
高
い
課

題
に
対
し
て
は
早
急
に
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
よ
り
一
層
厳
し
い

財
政
運
営
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
行
財
政
改
革
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
財
政
の
健
全
化
を
図

り
ま
す
。

問 

市
役
所
財
政
課  

☎
６
８
４･

１
２
２
１

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

平成22年度決算に基づく健全化判断比率

実質赤字
比　　率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比　　　率

将来負担
比　　率

平成22年度
決 算 数 値

－%
（△2.73%）

－%
（△29.87%） 15.2% 131.3%

早期健全化
基　　　準 12.88% 17.88% 25.0% 350.0%

財 政 再 生
基　　　準 20.00% 35.00% 35.0%

※－は黒字のため実質赤字比率・連結実質赤字比率がないことを表します。
※かっこ内は黒字の比率をマイナス標記で示しています。

実質公債費比率（注11）･･･自治体の借金返済にあたる公債費等の標
準財政規模に対する比率
早期健全化団体の基準（注12）…実質赤字比率（12.88％）、連結実質赤
字比率（17.88％）、実質公債費比率（25.0％）、将来負担比率（350.0％）の
４指数のうち１つでも早期健全化基準【（ ）内の数値】を超えた場合、財政
を自主再建する早期健全化団体になり、一部の市債発行が制限される

　財政健全化法に係る４指標は、実質公債費比率については、悪化
傾向にありますが、将来負担比率については、市債残高の減などに
より若干の改善が見られました。
　各指標については、健全化計画の策定や外部監査の実施が求めら
れる早期健全化団体の基準（注12）とは乖離があるものの、今後とも
注視しなければなりません。

特別会計 公共下水道事業　1,761万円の黒字
【歳　入】　7億4,827万円

▼国庫支出金……………………… 1億8,391万円（24.6％）

▼一般会計からの繰入金…………… 2億1千万円（28.1％）
【歳　出】　7億3,066万円

▼建設費…………………………… 4億8,286万円（66.1％）

平成22年度決算報告

国民健康保険事業　2億672万円の黒字
【歳　入】　76億7,481万円

▼国民健康保険料…………………15億6,158万円（20.3％）

▼一般会計からの繰入金………… 4億6,061万円（ 6.0％）
【歳　出】　74億6,809万円

▼保険給付費………………………50億2,259万円（67.3％）

後期高齢者医療　1,609万円の黒字
【歳　入】　6億5,635万円

▼後期高齢者医療保険料………… 4億6,249万円（70.5％）

▼一般会計からの繰入金………… 1億7,957万円（27.4％）
【歳　出】　6億4,026万円

▼広域連合納付費………………… 6億1,182万円（95.6％）

介護保険事業　353万円の黒字
【歳　入】　51億1,047万円

▼介護保険料……………………… 8億6,034万円（16.8％）

▼一般会計からの繰入金………… 7億5,548万円（14.8％）
【歳　出】　51億694万円

▼保険給付費………………………47億6,581万円（93.3％）

会計名 歳入総額 歳出総額 差引額

老人保健事業 162万円 129万円 33万円

公設地方卸売
市 場 事 業 2,716万円 2,669万円 47万円

産 業 団 地
開 発 事 業 9,349万円 9,337万円 12万円

住宅新築資金
等 貸 付 事 業 2,621万円 2,527万円 94万円

文化会館事業 9,786万円 9,711万円 75万円

光 熱 水 費 等
支　　　 出

5億
2,766万円

5億
2,766万円 0万円

給与費等管理 60億
8,310万円

60億
8,310万円 0万円

公 債 費 管 理 33億
5,841万円

32億
9,841万円 6千万円



7 平成24年２月号

企業会計

平成22年度決算報告

一般会計　◇主な使い道◇
総務費

▼電子入札導入経費……………………………… 417万円

▼庁舎（旧法務局）整備事業…………………… 1,263万円

▼防災事業………………………………………… 611万円

▼地方バス路線維持費等補助金……………… 7,752万円

▼公共交通対策事業…………………………… 1,867万円

▼コミュニティ関係費………………………… 1,403万円

▼ボランティア・ＮＰＯ活動支援事業………… 176万円

▼文化振興関係費………………………………… 106万円
民生費

▼老人無料バス委託料………………………… 4,530万円

▼老人福祉事業………………………………… 1,254万円

▼地域介護・福祉空間整備事業……………… 3,567万円

▼民生児童委員活動費………………………… 1,238万円

▼障がい者福祉事業………………………… 7億3,802万円

▼重度心身障害者等医療費………………… 1億4,372万円

▼生活保護費支給事業…………………… 11億7,423万円

▼児童扶養手当費…………………………… 2億3,777万円

▼乳幼児医療費助成事業…………………… 1億5,503万円

▼母子家庭等福祉事業………………………… 1,824万円

▼次世代育成支援対策施設整備事業……… 1億7,277万円

▼私立保育所運営事業…………………… 11億9,630万円

▼子ども健康支援一時預り事業………………… 654万円

▼放課後児童健全育成事業…………………… 9,107万円

▼児童手当交付事業…………………………… 7,322万円

▼子ども手当交付事業……………………… 9億3,289万円
衛生費

▼合併処理浄化槽整備事業…………………… 1,359万円

▼ごみ対策事業……………………………… 2億8,514万円

▼ごみ減量啓発事業…………………………… 5,286万円

▼救急医療対策事業…………………………… 1,436万円

▼保健対策推進事業…………………………… 1億20万円

▼母子保健事業………………………………… 5,086万円

▼健康増進事業………………………………… 2,919万円

労働費

▼緊急雇用対策事業………………………… 2億2,792万円
農林水産業費

▼地域農業推進対策事業………………………… 328万円

▼産地育成・地産地消推進事業………………… 423万円

▼農業基盤整備事業…………………………… 3,927万円

▼水産業振興事業……………………………… 5,851万円
商工費

▼商工団体助成事業…………………………… 6,960万円

▼金融対策事業………………………………… 8,028万円

▼観光振興施策推進事業……………………… 3,954万円
土木費

▼鳴門市営住宅ストックの有効活用事業…… 1,693万円

▼木造住宅耐震診断・改修支援事業………… 1,191万円
▼道路維持補修事業………………………… 1億6,340万円

▼道路新設改良事業…………………………… 5,443万円
▼橋りょう耐震化推進事業…………………… 4,041万円

▼高速道路対策事業………………………… 1億9,403万円

▼排水機場整備事業………………………… 1億7,556万円

▼ウチノ海総合公園・鳴門総合運動公園管理運営費 　　
　………………………………………………… 9,322万円
消防費

▼消防施設整備事業…………………………… 3,359万円

▼消防庁舎建設事業………………………… 1億5,549万円
教育費

▼学校安全施設整備事業………………………… 959万円

▼学校耐震化推進事業……………………… 16億440万円

▼太陽光発電推進事業………………………… 2,726万円

▼高校再編推進事業…………………………… 1,347万円

▼要保護・準要保護就学児童生徒援助事業　　　　　　
　………………………………………………… 3,973万円

▼幼稚園預かり保育事業……………………… 3,013万円

▼小学校外国語活動推進事業………………… 1,618万円

▼文化財保護活用事業…………………………… 352万円

水道事業

給水人口　6万2,511人
給水量（有料分）　937万238㌧（1.2％減）

運輸事業

輸送人員　40万9,652人

モーターボート競走事業
　ナイターレースを含む場間場外発売を223日実施した
ほか、ＧⅠ競走である四国地区選手権競走の本場開催
など、積極的な事業展開を図りました。年間開催日数は
150日、入場人員は300,529人（15.3％減）

舟 券 売 上 金 168億7,534万円 22.6％減
総  収  益  額 343億5,564万円 9.5％減
総  費  用  額 345億1,446万円 9.7％減
純  損  失  額 　1億5,882万円
一般会計への繰出金 5,000万円

前年度比
前年度比

前年度比

事 業 総 収 益 2億5,168万円 15.5％減
事 業 総 費 用 2億7,072万円 5.2％減
純 損 失 額 1,904万円

純 収 益 額 12億6,106万円 0.6％減
総 費 用 額 11億5,608万円 0.3％増
純 利 益 額 1億499万円
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◆
医
療
費
控
除
…
医
療
費
の
領
収
書

お
よ
び
保
険
金
な
ど
補
て
ん
金
額
の

分
か
る
も
の

◆
社
会
保
険
料
控
除
…
申
告
者
お
よ

び
生
計
を
共
に
す
る
配
偶
者
や
親
族

に
係
る
保
険
料（
国
保
料
・
国
民
年

金
保
険
料・任
意
継
続
保
険
料
な
ど
）

の
納
付
・
控
除
証
明
書
ま
た
は
領
収

書◆
生
命
保
険
料
控
除
…
申
告
者
お
よ

び
扶
養
家
族
名
義
の
一
般
生
命
保

険
・
個
人
年
金
保
険
支
払
証
明
書

◆
地
震
保
険
料
控
除
…
地
震
保
険
料

お
よ
び
旧
長
期
損
害
保
険
料
支
払
証
明
書

◆
寄
附
金
控
除
…
受
領
書
ま
た
は
証

明
書

◆
障
害
者
控
除
…
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
市
役
所
長
寿
介
護
課
発
行

の
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
な
ど

◆
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
…
家
屋

･

土
地
の
登
記
簿
謄
本
ま
た
は
抄
本
、

家
屋･

土
地
の
売
買
契
約
書
、
住
民

票
の
写
し
、
年
末
残
高
証
明
書
な
ど

●
印
鑑

●
源
泉
徴
収
票
原
本
ま
た
は
支
払
調

書（
給
与
・
公
的
年
金
な
ど
・
個
人

年
金
・
報
酬
な
ど
）

●
満
期
保
険
金
な
ど
一
時
金
の
支
払

い
内
訳
書

●
営
業
所
得
や
農
業
所
得
、
不
動
産

所
得
な
ど
が
あ
る
場
合
、
収
入
、
経

費
が
分
か
る
明
細
書
や
領
収
書
お
よ

び
そ
れ
ら
を
基
に
作
成
し
た
収
支
内

訳
書

　
平
成
23
年
中
の
収
入
が
公
的
年
金

の
み
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
住
民
税
が
減
額
あ
る
い
は
非

課
税
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
毎

年
申
告
を
し
て
い
な
い
方
で
住
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
）

①
年
金
の
扶
養
申
告
書
が
未
提
出

で
、
配
偶
者
控
除
、
障
害
者
控
除
お

よ
び
寡
婦（
夫
）控
除
を
受
け
て
い
な

い
方

②
平
成
23
年
中
に
、
国
民
健
康
保
険

料
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
普

通
徴
収
で
納
め
た
方

得
が
あ
っ
た
方

▼
給
与
所
得
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①
給
与
所
得
の
ほ
か
に
農
業･

不
動

産･

配
当
所
得
な
ど
が
あ
っ
た
方

②
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
、
ま

た
は
、
年
末
調
整
後
に
内
容
に
変
更

が
あ
る
方

③
給
与
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が

20
万
円
未
満
の
方

▼
平
成
23
年
中
に
退
職
所
得
が
あ
り

特
別
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
方

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
く

て
も
住
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
で
鳴
門

市
に
居
住
し
て
い
る
方
の
う
ち
平
成

23
年
中
に
営
業･

農
漁
業･

利
子･

配

当･

不
動
産･

譲
渡･

一
時
所
得･

雑
所

住
民
税
の
申
告
を
忘
れ
ず
お
早
め
に

２
月
15
日（
水
）～
３
月
15
日（
木
）

　
平
成
23
年
中（
平
成
23
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）所

得
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
申
告
は
平
成
24
年
度

の
住
民
税
の
課
税
や
国
民
健
康
保
険
料･

介
護
保
険
料･

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料･

保
育
料
な
ど
の
算
定
基
礎

と
な
る
非
常
に
重
要
な
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
方
は
、
収
入
が
な
く
て
も
必
ず
期
間

中
に
市
役
所
税
務
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

申
告
に
必
要
な
物
は

各
種
控
除
を
受
け
る
場
合

の
必
要
書
類

収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
場
合

住民税の申告・相談の日程と会場
受付時間は、午前９時30分～午後４時

瀬戸公民館 ２月15日（水）・16日（木）
室撫佐漁協 ２月16日（木）
堀江公民館 ２月17日（金）・20日（月）
北 泊 漁 協 ２月21日（火）
板東公民館 ２月22日（水）・23日（木）・24日（金）
新鳴門漁協 ２月24日（金）
大毛集会所 ２月27日（月）・28日（火）
北灘公民館 ２月29日（水）・3月1日（木）
鳴門公民館 ３月２日（金）
里 浦 漁 協 ３月５日（月）

共 済 会 館

３月６日（火）＝木津・南浜・斎田
３月７日（水）＝黒崎・桑島
３月８日（木）＝林崎・北浜・立岩
３月９日（金）＝岡崎・弁財天・里浦・粟津
３月12日（月）＝大幸・段関・備前島
３月13日（火）＝木津野・大代
３月14日（水）＝吉永・矢倉
３月15日（木）＝長江・徳長

問　
市
役
所
税
務
課
市
民
税
担
当　
☎
６
８
４・
１
１
２
９
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国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.nta.go.jp

）｢

確
定
申
告
書

作
成
コ
ー
ナ
ー｣

で
、
確
定
申
告
書

が
作
成
で
き
、
自
動
計
算
機
能
に
よ

り
記
載
漏
れ
や
計
算
誤
り
を
未
然
に

防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

同
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し
た
電
子
申
告

用
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
ご
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
申
告･

納
税
な
ど
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.e-tax.nta.go.jp

）を
。

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る

場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
住
民
税
に
関
す
る
詳

し
い
こ
と
は
市
役
所
税
務
課
市
民
税

担
当（
☎
６
８
４･

１
１
２
９
）へ
。

　

平
成
23
年
中
に
、
個
人
か
ら
も

ら
っ
た
財
産
の
価
値
が
１
１
０
万
円

を
超
え
る
と
、
贈
与
税
の
申
告
と
納

税
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財

産
に
つ
い
て
、
住
宅
取
得
等
資
金
の

非
課
税
制
度
お
よ
び
相
続
時
精
算
課

税
制
度
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に

は
、
申
告
期
限
ま
で
に
贈
与
税
の
申

告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◇
所
得
税
・
贈
与
税･･･

３
月
15
日

（
木
）

◇
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税･･･

４
月
２
日（
月
）

◆
所
得
税
の
相
談
お
よ
び
受
付
は
、

２
月
16
日（
木
）か
ら
で
す
。（
還
付
申

告
の
方
は
１
月
か
ら
申
告
書
の
提
出

が
で
き
ま
す
）

◆
贈
与
税
の
相
談
お
よ
び
受
付
は
２

月
１
日（
水
）か
ら
で
す
。

◆
土･
日･

祝
日
は
鳴
門
税
務
署
で
相

談
お
よ
び
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。（
郵
送
ま
た
は
時
間
外
収
受
箱
な

ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

◇
所
得
税･･･

４
月
20
日（
金
）

◇
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税･･･

４
月
25
日（
水
）

※
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

鳴
門
税
務
署　

☎
６
８
５・４
１

０
１

ｅ-Ｔａｘなどで必要な電子証明書の発行
　ｅ-Ｔａｘ（国税申告･納税システム）などを利用し、税の申告
や納税を行う方は、公的個人認証サービスの電子証明書が必要
です。鳴門市役所では、本庁舎１階市民課で発行しています。
【発行に必要なもの】
●住民基本台帳カード（ICカード）（新たに発行の場合は、市民
課窓口で手数料500円。発行まで数日間かかります。） ●運転免
許証などの顔写真付きの公的証明書（顔写真付きの住民基本台
帳カードでもよい）●手数料500円（電子証明書発行手数料）
問 市役所市民課　☎684・1135

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
の
作
成
、

申
告･

納
税
な
ど
が
で
き
ま
す

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ！

（
確
定
申
告
の
手
続
き
が
変
更
）

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
を

お
忘
れ
な
く
！

平
成
23
年
分
確
定
申
告
書
な

ど
の
提
出
お
よ
び
納
付
期
限

振
替
納
税
の
場
合
の
振
替
納
付
日

控除証明書
　確定申告の際に必要となりますので大切に保管
してください。また、納付済額や見込額以上に保
険料を納付したときは、保険料の領収証書を申告
書に添付してください。
問 控除証明書専用ダイヤル　☎0570･070･117

源泉徴収票
　老齢（退職）年金を受け取った方には、１月に公
的年金などの源泉徴収票が日本年金機構から送ら
れています。確定申告の際に必要となりますので
大切に保管してください。
※障害年金や遺族年金は、課税の対象外となるた
め、源泉徴収票は発行していません。

問 徳島北年金事務所　☎655・0200

　県は、平成23年12月21日に東海・東南海・南海の
３連動地震を想定した「徳島県沿岸における津波暫
定値報告書」を公表しました。これは南海トラフで
マグニチュード９クラスの巨大地震が発生した際に
徳島県沿岸に押し寄せる新たな想定津波高暫定値と
浸水予測を公表するもので、市では、里浦海岸に最
大4.9㍍の津波が押し寄せ、浸水域・浸水高ともに
これまでの想定よりも拡大するとの結果でした。
　大きな地震が発生した場合には、津波は必ず来る
ものだと考え、とにかく高台などの安全な場所へ避
難することが非常に重要となります。市民の皆さん
も、自宅付近の浸水予測の状況を確認するとともに、
高台などの津波避難場所を常日頃から確認しておき
ましょう。
　浸水予測図を確認したい場合は、徳島県のホーム
ページをご確認ください。

（県ホームページ→「防災」→「安心とくしま」→「南海
地震」→「被害想定」）

問 市役所危機管理室（☎ 684・1711）

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書や公的年金の源泉
徴収票は必ず保管を

徳島県が津波の暫定値を公表しました



　市では、家屋の建て替えを伴わずに既設のくみ取り槽や単独処理浄
化槽を撤去して合併処理浄化槽を設置する場合に、設置費の一部を補
助しています。
　希望される方は、浄化槽設置工事または既設のくみ取り槽や単独処
理浄化槽の撤去工事に着手する日の15日前までに、関係書類を添付し
た補助金交付申請書を市環境政策課に提出してください。

【申請書の受付締切日】 平成24年２月15日（水）（必着） ※予算がなくな
り次第、受付を終了しますので申請はお早めにお願いします。

【対象地域】 市内全域（ただし下水道の事業認可区域は除きます）
【対　象　者】 ①専用住宅および住居部分が建物面積の２分の１以上を
占める併用住宅、または特定非営利活動法人が活動するために使用
する事務所に10人槽以下の合併処理浄化槽を設置する市民または市
内の特定非営利活動法人②平成24年３月15日（木）までに工事を完了
できる方

【補助金額】 ５人槽　　　　…30万円
　　　　　 ６・７人槽　　…37万５千円
　　　　　 ８～10人槽　　…49万５千円
※既設のくみ取り槽または単独処理浄化槽を全て撤去する場合は、そ
れぞれ３万２千円増額します。※住宅の場合は、住居部分の延床面積な
どにより補助金額を決定します。
問 市環境政策課　683･7517

合併処理浄化槽補助金申請の再募集

一
般
事
務

【
募
集
人
員
】35
人
程
度

【
業
務
内
容
】市
役
所
、
市
の
出
先
機

関
で
事
務
の
補
助
、
窓
口
業
務
な
ど

【
応
募
資
格
】パ
ソ
コ
ン
の
入
力
操
作

が
で
き
る
方

【
雇
用
期
間
】平
成
24
年
度
中
の
６
ヵ

月
以
内（
更
新
あ
り
）

【
選　
考
】２
月
19
日（
日
）に
市
役
所

で
事
務
能
力
・
面
接
審
査

【
申
し
込
み
】２
月
15
日（
水
）ま
で
に（
必

着
）、市
役
所
人
事
課（
☎
６
８
４・１
１
２
２
）へ
。

福　
　
祉

【
募
集
人
員
】１
人（
普
通
運
転
免
許

と
保
健
師
、
看
護
師
、
社
会
福
祉

士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
障
害
者
相
談
支
援
専
門
員

の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
持
つ
方
）

【
業
務
内
容
】障
害
程
度
の
認
定
調

査
、
相
談
支
援
業
務
、
そ
の
他
事
務

【
雇
用
期
間
】４
月
１
日
か
ら
６
ヵ
月
間（
更
新
あ
り
） 

【
選 

考
】面
接
審
査

【
申
し
込
み
】３
月
９
日（
金
）ま
で
に

（
必
着
）、
市
役
所
社
会
福
祉
課（
☎

６
８
４・１
２
１
９
）へ
。

学
校
給
食
調
理
員

【
募
集
人
員
】41
人
程
度

【
業
務
内
容
】市
内
小
中
学
校
、
大
麻

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
給
食
調

理
、
配
膳
準
備
、
洗
浄
業
務
な
ど

【
雇
用
期
間
】４
月
１
日
か
ら
６
ヵ
月
間（
更
新
あ
り
）

【
選　
考
】面
接
審
査

【
申
し
込
み
】２
月
24
日（
金
）ま
で
に

（
必
着
）、
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務

課（
☎
６
８
６･

８
８
０
１
）へ
。

学
校
用
務
員

【
募
集
人
員
】８
人
程
度

【
業
務
内
容
】環
境
整
備
業
務
、
施
設

お
よ
び
設
備
の
管
理
・
保
全
業
務
な
ど

【
雇
用
期
間
】４
月
１
日
か
ら
６
ヵ
月
間（
更
新
あ
り
）

【
選　
考
】面
接
審
査

【
申
し
込
み
】２
月
24
日（
金
）ま
で
に

（
必
着
）、
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務

課（
☎
６
８
６・８
８
０
１
）へ
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員

　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
の
学
習
や
生
活
の
支
援
を
行
う
特
別

支
援
教
育
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】▼
学
習
支
援
員
２
人
程

度
▼
活
動
支
援
員
９
人
程
度

【
応
募
資
格
】▼
学
習
支
援
員
は
小
・

中
学
校
の
教
員
免
許
を
持
つ
方
▼
活

動
支
援
員
は
小
・
中
学
校
の
教
員
免

許
を
持
つ
方
、
も
し
く
は
支
援
員
と

し
て
適
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

【
選　
考
】面
接
お
よ
び
作
文

【
申
し
込
み
】２
月
15
日（
水
）ま
で

に
、市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
☎

６
８
６･

８
８
０
２
）へ
本
人
が
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー

【
募
集
人
員
】６
人
程
度

【
業
務
内
容
】小
中
学
校
の
学
校
図
書

館
運
営
の
支
援

【
応
募
資
格
】指
定
す
る
学
校
に
勤
務

可
能
で
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
経
験
が
あ
る
方

【
雇
用
期
間
】６
ヵ
月
間（
更
新
あ
り
）

【
勤
務
日
数
】年
間
１
２
０
日（
１
日

３
時
間
30
分
程
度
）

【
選　
考
】書
類･

面
接
審
査

【
申
し
込
み
】２
月
10
日（
金
）ま
で

に
、
所
定
の
申
込
書
と
小
中
学
生
向

け
に
本
を
紹
介
す
る
広
告
を
記
入
の

上
、市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
☎

６
８
６・８
８
０
２
）へ
。

◆ 

申 

込 

方 

法 

◆

　
市
販
の
履
歴
書（
写
真
貼
付
）、
80

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
、
資

格
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は
そ
の
写

し
と
と
も
に
、
各
申
し
込
み
先
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※｢

特
別
支
援
教
育
支
援
員｣

の
申
し

込
み
は
必
ず
持
参
。
※｢

学
校
図
書

館
サ
ポ
ー
タ
ー｣

の
募
集
要
項
お
よ

び
申
込
書
は
、
学
校
教
育
課
へ
。

【
市
役
所
】〒
７
７
２

−

８
５
０
１
撫

養
町
南
浜
字
東
浜
１
７
０

【
市
教
育
委
員
会
】〒
７
７
２

−

０
０

１
１
撫
養
町
大
桑
島
字
濘
岩
浜
８

−

２

まちづくり出前市長室  
　市長が、市内の各地域を訪問し自由
な雰囲気の中で、市民の皆さんの意見
を聞かせていただくとともに、市長の
考え方や市の取り組みなどについて
話し合う「まちづくり出前市長室」を順
次、開催しています。
　｢地区自治振興会とまちづくり｣を
テーマとした意見交換のほか、地域ご
とのテーマや課題についての意見交換
を行います。多くの方のご参加をお待
ちしています。
中央地区
【と　き】 ２月16日(木)午後７時～９時
【ところ】 南浜児童館
問 市役所市民協働推進課 ☎684･1189

臨
時
職
員
募
集
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　２月から12月までの「ごみカレンダー」を市ホーム
ページに掲載していますので、活用ください。
http://www.city.naruto.tokushima.jp/contents/
clean_city/shushu.html
　また、「テレビ鳴門」のデータ放送でも「ごみカレン
ダー」を掲載していますので、ご覧ください。
問 市クリーンセンター廃棄物対策課
　 ☎683･7573／FAX683･7579

コンポストのあっせん
　コンポストは土の地面に設置して、生ごみと土を
交互に入れ、堆

たい
肥化させるプラスチック製の容器で

す。個人負担金を添えてお申し込みください（年度
につき１世帯１個まで）。
◆130㍑・190㍑・200㍑の丸型＝３千円
◆200㍑角形・230㍑丸型＝４千円

電気式生ごみ処理機の購入補助
　今まで補助を受けたことのない世帯と、前回補助
受給日から５年以上を経過している世帯を対象に、
購入金額の２分の１、上限２万円を補助しています。
※必ず購入前に、申請書に処理機の名称・購入予定
金額・購入店（鳴門市内に限る）などを書き込んでお
申し込みください（印は朱肉を使う物）。

【申し込み】 市クリーンセンター廃棄物対策課（☎68
3･7573／FAX683･7579）または市役所市民協働推進
課へ。

　し尿焼却残渣を肥料登録し、「焼成汚泥肥料」として
無料配布しています。

【配布場所】 ①旧衛生センター（撫養町木津200番地）
　☎686･4825／FAX686･8105
②市クリーンセンター（瀬戸町堂浦字浦代105番地17
－2）　☎683･7570／FAX683･7579

【配　布　日】 月～金　午前８時30分～午後４時30分
【肥料主成分】 窒素全量：0.86%／リン酸全量：16.73%
／加里全量1.66%

ごみカレンダーをホームページに掲載　　 生ごみ減量への補助制度 　　

　　　　　肥料の無料配布　　　　　

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　
平
成
23
年
10
月
か
ら
、
子
ど
も
手

当
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
新
た
な
子
ど
も
手
当
制
度
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受

給
し
て
い
た
方
も
含
め
、
全
て
の
方

の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受
給
し

て
い
た
方
に
つ
い
て
は
、
10
月
中
旬

に
申
請
案
内
を
送
付
し
て
お
り
ま

す
。
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
や
、

申
請
書
類

を
紛
失
し

て
し
ま
っ

た
方
は
お

早
め
に
手

　
鳴
門
市
に
お
け
る
母
子
家
庭
の
母

（
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い

る
者
）に
、
そ
の
就
職
の
際
に
有
利

で
あ
り
、
か
つ
生
活
の
安
定
に
資
す

る
資
格
の
取
得
を
促
進
す
る
た
め
、

養
成
訓
練
の
受
講
期
間
に
高
等
技
能

訓
練
促
進
費
を
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】　
①
児
童
扶
養
手
当

法
に
よ
る
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

受
け
て
い
る
、
ま
た
は
同
様
の
所
得

水
準
②
次
に
掲
げ
る
支
給
対
象
資
格

を
取
得
す
る
た
め
に
、
養
成
機
関
に

お
い
て
２
年
以
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
修
業
し
、
当
該
資
格
の
取
得
が
見

込
ま
れ
る
者
③
就
業
ま
た
は
育
児
と

修
業
の
両
立
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
者

【
支
給
対
象
資
格
】　
▼
看
護
師
▼
介

護
福
祉
士
▼
保
育
士
▼
理
学
療
法
士

▼
作
業
療
法
士
▼
前
に
掲
げ
る
も
の

に
準
じ
、
就
職
を
容
易
に
す
る
た
め

に
必
要
な
資
格
と
し
て
市
長
が
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
指
定
す
る
資
格

【
支
給
対
象
期
間
】　
修
業
す
る
期
間

の
全
期
間
と
し
、
申
請
の
あ
っ
た
日

の
属
す
る
月
以
降
の
各
月
に
お
い
て

支
給
し
ま
す
。

【
支
給
額
】　
平
成
24
年
度
に
新
規
申

込
者
▼
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
は

月
額
10
万
円
▼
市
町
村
民
税
課
税
世

帯
は
月
額
７
万
５
０
０
円

問 

市
役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課　

☎
６
８
４・１
６
５
７

続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
を
養

育
し
、
生
計
の
中
心
と
な
る
保
護
者

で
、
申
請
案
内
が
届
い
て
い
な
い
方

は
、
子
ど
も
い
き
い
き
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
公
務
員
の
方
に
つ
き
ま
し

て
は
各
所
属
庁
に
て
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
子
ど
も
手
当
の
支
給
日
は
平
成
24

年
２
月
15
日（
水
）で
す
。
手
当
支
給

日
に
振
り
込
み
が
無
か
っ
た
方
は
、

申
請
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
か
、

ま
た
は
書
類
不
備
に
よ
り
保
留
と

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
子
ど

も
い
き
い

き
課
ま
で

お
問
い
合

わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
申
請
期
限
】　
子
ど
も
手
当
制
度
変

更
に
伴
い
、
新
た
に
認
定
請
求
が
必

要
な
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
３

月
末
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と

10
月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

問 

市
役
所  

子
ど
も
い
き
い
き
課　

☎
６
８
４･

１
１
４
６

鳴
門
市
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
事
業
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献
血
に
ご
協
力
を

　
移
動
献
血
車
が
来
ま
す
の
で
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
※
４
０
０
ml
献
血
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
と

き
】２
月
10
日（
金
）午
前
９
時
30

分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分
～
４
時

【
と
こ
ろ
】本
庁
北
側
玄
関
前

【
問
】県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
６
３
１・３
２
０
０

無
料
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

　
自
己
分
析
を
は
じ
め
、
適
職
診
断
か

ら
具
体
的
な
就
職
活
動
の
相
談
ま
で
、

個
別
に
相
談
で
き
ま
す
。

【
と

き
】２
月
14
日（
火
）、
29
日（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時（
１
時
間
ご
と

の
予
約
制
）

【
と
こ
ろ
】鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
２
階
第
３
会
議
室

【
申
し
込
み
】鳴
門
市
地
域
雇
用
創
造
協

議
会
事
務
局　

☎
／
FAX
６
８
９･

３
２

７
０

若
年
無
業
者
無
料
相
談（
予
約
制
）

【
と

き
】２
月
27
日（
月
）午
後
１
時
～

５
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
分
庁
舎
２
階
会
議
室

【
問
】徳
島
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　
☎
６
０
２･

０
５
５
３

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

【
と

き
】２
月
13
日（
月
）午
前
９
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
本
庁
舎
１
階
会
議
室

【
問
】司
法
書
士　
吉
村
元
成　
☎
６
８

６･

３
３
６
０

無
料
法
務
相
談

【
と

き
】２
月
27
日（
月
）午
後
２
時
～

５
時　
※
事
前
予
約
制

【
と
こ
ろ
】市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

【
内

容
】暮
ら
し
の
法
務
相
談
全
般

【
問
】四
国
市
民
法
務
サ
ポ
ー
ト　
森
江

☎
０
９
０･

９
６
９
４･

３
０
３
１
／
吉

田　
☎
０
９
０･

７
９
７
１･

７
５
９
１

造
林
用
の
苗
木
の
あ
っ
せ
ん

【
種

類
】ス
ギ
＝
88
円
、
ヒ
ノ
キ
＝
95

円
、
ク
ロ
マ
ツ
＝
62
円
、
ク
ヌ
ギ
＝
83
円

【
申
し
込
み
】２
月
15
日（
水
）ま
で
に
苗

木
の
種
類
・
本
数（
50
本
単
位
）・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
市
役
所
農
林
水
産

課（
☎
６
８
４･

１
１
５
４
）ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会

　
し
だ
れ
桜
１
０
０
本
、
芝
桜
５
０
０

鉢
を
堤
防
に
植
え
ま
す
。
し
だ
れ
桜
を

植
え
て
い
た
だ
く
参
加
者
に
は
、
木
に

名
前
を
つ
る
す
事
が
で
き
ま
す（
一
家

族
に
対
し
て
一
株
、
先
着
順
）。

【
と

き
】２
月
５
日（
日
）受
付
午
前
９

時
30
分
か
ら

【
と
こ
ろ
】鳴
門
警
察
署
西
側
広
場
※
駐

車
場
：
鳴
門
電
気
工
業
協
働
組
合

【
問
】新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会 

乾

　
☎
０
９
０･

３
１
８
１･

１
４
０
２

生
活（
暮
ら
し
）

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
に
ご
協
力
を

　

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査（
経
済
の

国
勢
調
査
）の
結
果
は
、
各
種
行
政
施

策
や
学
術
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
の

利
活
用
だ
け
で
な
く
、
経
営
の
参
考
資

料
と
し
て
事
業
者
の
方
々
に
も
活
用
し

て
い
た
だ
く
事
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

調
査
票
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
の
目
的
以
外（
た
と
え
ば
、
税

の
資
料
な
ど
）に
、
使
用
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て

提
出
く
だ
さ
い
。

【
問
】市
役
所
企
画
課　
☎
６
８
４･

１

１
２
１

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
１
年
分
ま
た

は
半
年
分
を
前
納
す
る
と
割
引
き
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
口
座
振
替
に
す
る
と
、

現
金
で
の
前
納
に
比
べ
て
割
引
き
額
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
１
年
分
、
上
期（
４

月
～
９
月
）分
の
口
座
振
替
に
よ
る
前

納
の
申
し
込
み
は
、
２
月
29
日（
水
）ま

で
に
各
金
融
機
関
ま
た
は
徳
島
北
年
金

事
務
所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
問
】徳
島
北
年
金
事
務
所　
☎
６
５
５

･

０
２
０
０

相　談　名 日　　　　　　時 場　　　　　　所 問　い　合　わ　せ
行 政 相 談 ２月10日㈮ 午後１時〜４時 市役所１階市民相談室 秘　書　広　報　課（☎684・1118）

人 権 相 談 ２月17日㈮ 午後１時30分〜４時30分 市役所１階市民相談室 人  権  推  進  課（☎684・1148）
（ 電 話 相 談  ☎684・1548）

女 性 相 談 月〜金曜　午前８時30分〜午後５時 女性子ども支援センター 女 性 子 ど も 支 援 セ ン タ ー
（☎684・1413）２月8日㈬、22日㈬午後１時〜４時（要予約） 人権福祉センター2階会議室

心 配 ご と 相 談 毎週金曜の午前９時〜午後３時 老人福祉センター心配ごと相談所 市社会福祉協議会（☎685・7170）
身 体 障 害 者 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午前９時30分〜正午 市身体障害者会館 身 体 障 害 者 会 館（☎686・4144） 
Ｎ Ｐ Ｏ 相 談 月〜金曜（祝日、年末年始は休み）午後１時〜６時 老人福祉センター１階ボランティアセンター 市民活動支援センター（☎685・7170）
消 費 生 活 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午前９時30分〜午後３時30分 消費生活センター 消費生活センター（☎686・3776）

暮らしの相談お気軽に無料相談

今月の納期
国民健康保険料・介護保険料 第９期
後期高齢者医療保険料　    第７期
２月29日（水）までに市役所保険課または
指定金融機関で収めてください。

農業委員選挙人名簿の縦覧
　農業委員会委員の選挙人名簿を次のとおり縦覧します。

【と　き】２月23日（木）～３月８日（木）
午前８時30分～午後５時　※土日曜日を除く

【ところ】市選挙管理委員会事務局（市役所分庁舎）
【問】市選挙管理委員会事務局　☎684･1178
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分
～
４
時

【
と
こ
ろ
】斎
田
公
民
館
２
階
学
習
室

【
定

員
】親
子
20
組（
要
予
約
）

※
下
の
お
子
さ
ん
の
保
育
を
希
望
す
る

方
は
10
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
】鳴
門
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー　
☎
６
８
３･

０
７
８
８

無
料
英
会
話
講
座（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

【
と

き
】２
月
16
日･

23
日
、
３
月
１
日･

８

日･

15
日･

22
日（
木
）午
後
７
時
～
８
時
30
分

【
対
象
者
】市
内
在
住
・
在
勤（
お
お
む

ね
30
歳
ま
で
）の
勤
労
青
少
年

【
申
し
込
み
】火
～
金
曜
の
午
後
１
時
～

８
時
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム（
☎
６
８
５

・
５
１
７
９
）へ
。

ス
ポ
ー
ツ

長
な
わ
跳
び
大
会　
参
加
費
無
料

【
と

き
】２
月
19
日（
日
）午
前
９
時
か
ら

【
と
こ
ろ
】市
民
会
館

【
内

容
】１
チ
ー
ム
８
～
10
人（
６
人
が

同
時
に
飛
ぶ
回
数
を
競
う
。
縄
回
し
や

跳
ぶ
人
の
交
替
、
男
女
混
合
可
）

【
申
し
込
み
】２
月
10
日（
金
）ま
で
に
所

定
の
申
込
用
紙
を
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
人
権
課
内
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
事
務
局（
☎
６
８
６･

８
８
０
７
）へ
。

鳴
門
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
参
加
者
募
集

【
と

き
】２
月
26
日（
日
）午
前
８
時
30

分
受
け
付
け
※
予
備
日
：
３
月
４
日（
日
）

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

【
競
技
の
部
】小
学
３･

４
年
＝
各
1.5
㌔
、

小
学
５･

６
年
＝
各
２
㌔
、
中
学･

高
校

講
座・教
室・試
験
な
ど

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室（
環
境
学
習
館
）

　
想
い
出
の
布
で「
お
し
ゃ
れ
な
バ
ッ
グ
」

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

【
と

き
】２
月
23
日（
木
）と
３
月
１
日

（
木
）午
前
10
時
～
正
午

【
と
こ
ろ
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
環
境

学
習
館

【
募

集
】10
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】表
布（
30
㌢
×
20
㌢
）８
枚
、

裏
布（
30
㌢
×
80
㌢
）１
枚
、
接
着
キ
ル

ト
芯（
30
㌢
×
80
㌢
）１
枚
、
持
ち
手

（
50
㌢
）２
本
、
裁
縫
道
具（
針･

糸･

は

さ
み
な
ど
）

【
申
し
込
み
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
環

境
学
習
館　
☎
６
８
３･

７
５
６
８

鳴
門
わ
か
め
の
料
理
教
室

　
漁
師
の
方
が
推
奨
す
る
鳴
門
わ
か
め

を
使
っ
た
料
理
を
、
里
浦
漁
協
女
性
部

の
皆
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
と

き
】２
月
10
日（
金
）午
前
９
時
～
正
午

【
と
こ
ろ
】里
浦
漁
業
協
同
組
合

【
定

員
】30
人（
先
着
順
）

【
材
料
費
】５
０
０
円

【
準
備
物
】エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

【
申
し
込
み
】２
月
７
日（
火
）ま
で
に
電

話
、
電
子
申
請
も
し
く
は
直
接
、
市
役
所

農
林
水
産
課（
☎
６
８
４･

１
１
５
２
）へ
。

小
学
校
入
学
へ
入
学
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

　
元
学
校
教
師
が
新
一
年
生
の
親
子
に

入
学
に
際
し
て
の
心
構
え
や
準
備
、
鉛

筆
の
持
ち
方
の
個
人
指
導
を
行
い
ま
す
。

【
と

き
】２
月
17
日（
金
）午
後
２
時
30

冬期の節電のお願い
　一年の中でもエネルギーをたくさん使う冬期は一層の省
エネをお願いしています。３月末までの平日午前９時～午
後９時、特に午後４時からは、生活や経済活動に支障の生
じない範囲で節電にご理解・ご協力お願いします。

【問】経済産業省エネルギー対策課　☎087・811･8535

女
子･

一
般
の
女
子
＝
３
㌔
、
高
校
男

子･

一
般
の
男
子
＝
５
㌔

【
体
力
づ
く
り
の
部
】５
㌔
、
10
㌔

【
参
加
資
格
】小
学
校
３
年
生
以
上（
事
前

に
健
康
診
断
を
受
け
る
な
ど
、
各
自
の
責

任
に
お
い
て
万
全
な
健
康
管
理
の
も
と
参

加
く
だ
さ
い
）

【
参
加
費
】体
力
づ
く
り
、
一
般
競
技
＝

１
０
０
０
円　
高
校
生
以
下
＝
無
料

【
表

彰
】各
部
６
位
ま
で
、
参
加
者
全

員
に
参
加
賞

【
申
し
込
み
】誓
約
書
を
添
え
て
所
定
の

申
込
書
か
ハ
ガ
キ
に
住
所･

氏
名･

年
齢

･

性
別･

所
属･

電
話
番
号
を
書
い
て
、

２
月
17
日（
金
）ま
で
に（
必
着
）〒
７
７

２

−

０
０
１
１　
撫
養
町
大
桑
島
字
濘

岩
浜
８

−

２　
市
教
育
委
員
会
体
育
振

興
室（
☎
６
８
６･

８
８
０
４
）、
小･

中

･

高
校
生
は
各
学
校
へ
。

※
午
前
10
時
～
正
午
に
会
場
付
近
は
交

通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

諭
鶴
羽
山･

先
山
ハ
イ
キ
ン
グ

【
集

合
】２
月
12
日（
日
）午
前
７
時
に

市
文
化
会
館
北
側
駐
車
場
へ

【
申
し
込
み
】２
月
７
日（
火
）ま
で

【
参
加
費
】３
５
０
０
円
程
度

蟠
蛇
森
雪
割
り
桜
ハ
イ
キ
ン
グ

【
集

合
】３
月
４
日（
日
）午
前
６
時
に

市
文
化
会
館
北
側
駐
車
場
へ

【
申
し
込
み
】２
月
25
日（
土
）ま
で
に

【
参
加
費
】５
０
０
０
円
程
度

【
募

集
】各
20
人（
先
着
順
）

【
準
備
物
】日
帰
り
装
備･

弁
当･

着
替
え

【
申
込
先
】鳴
門
岳
友
会　
緒
方

（
☎
０
９
０・８
６
９
５･

３
３
７
３
）へ
。

文化会館駐車場
２月の駐車制限日程
◆２日（木）8:00〜17:00
◆４日（土）8:00〜17:00
◆５日（日）8:00〜17:00
◆８日（水）8:00〜17:00
◆12日（日）8:00〜17:00
◆19日（日）8:00〜17:00
◆29日（水）8:00〜22:00

市営住宅の入居者募集 受付日：２月13日（月）・14日（火）　抽選日：２月17日(金)
優先住宅一般公募住宅

※入居は4月1日から※矢倉団地I、Jは昭和31年4月1日以前に生
まれた方、身体障がい者、生活保護を受けている方が対象（単
身入居可）。※矢倉団地には駐車場がありません。

※優先住宅（桑島）は母（父）子、多子世帯または精神障がい
者を含む世帯が対象です。※優先住宅（立岩・川崎）はバリアフ
リー化しており、身体障害者手帳１･２級を所持している方を含
む世帯が対象です。※受付および抽選時にいない場合は無効
となります（時間厳守）。  詳しくは、市役所まちづくり課住宅担当

（☎684･1162／FAX 684 ･1343）までお問い合わせください。

桑島第2B 5 16,300～24,300 ５階建 3DK・56．6㎡
立岩第2 1 19,400～28,800 平屋 3LDK・74．9㎡ 
川崎第2 1 18,600～27,800 平屋 3LDK・79．4㎡

団地名 階 家賃（所得に応じて） 構造 間取り 
高 島 Ｂ 4 26,600～39,600 ４階建 3DK・66．0㎡
矢 倉 Ｂ 2 9,900～14,800 ４階建 3DK・40．8㎡
矢 倉 Ｃ 1・2 10,200～15,100 ４階建 3DK・40．7㎡
矢 倉 Ｉ 1・2 7,000～10,500 ４階建 2DK・30．7㎡
矢 倉 Ｊ 4 8,800～13,200 ４階建 2DK・37．5㎡

13 平成24年２月号



鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
ひ
な
祭
り

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー（
入
場
無
料
）

【
期

間
】２
月
12
日（
日
）～
３
月
11
日

（
日
）※
毎
週
火
曜
日
休
館

【
内

容
】約
１
５
０
０
体
の
人
形
、
ケ

ー
ス
入
り
人
形
の
８
段
飾
り

※
３
月
３
日（
土
）午
前
10
時
か
ら
ぜ
ん

ざ
い
の
接
待（
先
着
６
０
０
食
）

【
問
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

☎
６
８
７･

３
１
７
５

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ　
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｌ（
ロ
ケ
村
）

お
せ
っ
た
い
・
お
茶
会

【
と

き
】２
月
19
日（
日
）午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分

【
と
こ
ろ
】阿
波
大
正
浪
漫「
バ
ル
ト
の
庭
」

【
内

容
】①
ぜ
ん
ざ
い
の
無
料
配
布

（
先
着
50
人
）②
お
抹
茶
無
料
体
験（
午

後
１
時
か
ら
先
着
50
人
、
手
作
り
鳴
門

金
時
あ
ん
入
り
焼
き
た
て
パ
ン
付
き
）

【
問
】阿
波
大
正
浪
漫｢

バ
ル
ト
の
庭｣

☎
６
８
９･
２
１
６
３

バ
レ
エ 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

市
の
自
主
文
化
事
業
と
し
て「
バ
レ

エ 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

１
９
７
２
年
に
文
化
庁
芸
術
祭
奨
励
賞

を
受
賞
し「
バ
レ
エ
界
の
重
鎮
」と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
谷
桃
子
さ
ん
率
い
る
谷

バ
レ
エ
団
を
迎
え
、
三
木
雄
馬
と
若
手

の
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
格
調
高
い
バ
レ
エ

が
鑑
賞
で
き
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ

エ
と
創
作
ダ
ン
ス
の
二
部
構
成
。

【
と

き
】２
月
19
日（
日
）　
午
後
２
時

～
４
時（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
） 

【
と
こ
ろ
】市
文
化
会
館

【
入

場
】無
料（
要
整
理
券
）※
整
理
券

は
文
化
会
館
お
よ
び
市
役
所
案
内
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

【
問
】市
文
化
会
館
☎
６
８
５･

７
０
８
８

※
休
館
日（
毎
週
火
曜
日
）

ナ
ル
ト
ぴ
ん
ぼ
け
ク
ラ
ブ
写
真
展

【
と

き
】２
月
10
日（
金
）～
12
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

映
画
ポ
ス
タ
ー
に
み
る
ア
イ
ド
ル
展

【
と

き
】２
月
18
日（
土
）～
26
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時

【
と
こ
ろ
】キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅
前
店
４
階

【
問
】㈿
鳴
門
セ
ン
タ
ー
街 

☎
６
８
５･

３
５
４
３

市
と
鳴
門
病
院
と
の
連
携
事
業

～
腰
痛
と
変
形
性
膝
関
節
症
の
予
防

に
つ
い
て
～

【
と

き
】２
月
24
日（
金
）午
後
１
時
30

分
～
３
時

【
と
こ
ろ
】木
津
原
地
集
会
所

【
対
象
者
】市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

で
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方

【
講

師
】鳴
門
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部　
理
学
療
法
士

【
申
し
込
み
】２
月
23
日（
木
）ま
で
に
鳴

門
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま

り（
☎
６
８
６･

１
１
３
９
／
FAX
６
８
６･

１
１
７
９
）へ
。

　放送チャンネル・時間はリビング鳴門の番組表を！
テレビ広報なると
▶２月１日から　鳴門市地震津波対策推進計画
▶２月21日から　私たちのまちを守る消防団
　　　　　　　　／市議会の紹介

鳴門ビデオボランティア制作番組
▶２月１日から ①だいこんたき／山内茂雄（岡崎）  
②リューネブルク市庁舎使節団の見学／西角昌之（藍住町）
▶２月21日から ①ライブとカローリング／豊田三郎（板東）
②鳴門のえびす祭り／山内茂雄（岡崎）

催
　
し

美
術
館
と
遊
ぼ
う
！ 

Ｎ
＊
Ｃ
Ａ
Ｐ

　
大
塚
国
際
美
術
館
の
絵
を
み
ん
な
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
旧
約
聖
書
の
絵
を

探
し
て
ホ
ン
ト
に
ゆ
っ
た
り
と
美
術
館

を
め
ぐ
っ
ち
ゃ
お
う
。

【
と

き
】３
月
４
日（
日
）午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】内
藤　
隆
さ
ん

（
鳴
門
教
育
大
学
）　

【
募
集
人
数
】小
学
３
～
６
年
生
の
40
人

（
先
着
順
）※
参
加
費
：
８
０
０
円（
入
館

料
、
材
料
費
、
保
険
料
を
含
む
）

【
準
備
物
】水
筒
、
筆
記
用
具
、
汚
れ
て

も
い
い
服
装
、
弁
当
か
昼
食
代
５
０
０
円

【
申
し
込
み
】２
月
７
日（
火
）～
10
日

（
金
）に
市
役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課

（
☎
６
８
４･

１
２
２
５
／
FAX
６
８
４･

１
３
３
６
）へ
。

堀
江
公
民
館
ま
つ
り

【
と

き
】２
月
12
日（
日
）午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】堀
江
公
民
館

【
内

容
】社
交
ダ
ン
ス
・
日
舞
や
堀
江

北
・
南
両
小
学
校
の
児
童
作
品
な
ど
の

各
種
展
示

【
問
】堀
江
公
民
館　
☎
６
８
９・０
０
４
０

児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
の
展
示

【
テ
ー
マ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
で

の
楽
し
か
っ
た
思
い
出

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

【
期

日
】２
月
９
日（
木
）午
前
ま
で

　観光キャンペーンや鳴門
市阿波おどりなどで「観光都
市鳴門」をPRしていただく
『鳴門うずしお大使』を募集
しています。

【募集人員】 2人
【任　　期】平成24年４月１日から２年間
【応募資格】徳島県内在住の満18歳以上の方で、うずしお
大使として観光行事などに参加でき、芸能プロダクショ
ンなどと専属契約のない方。（男女問いません）

【応募方法】応募用紙に必要事項を記入し、写真１枚（カ
ラーサービス判の正面写真）を添えて市観光協会事務局
へ提出してください。自薦他薦は問いません。

【応　募　先】鳴門市観光協会事務局　〒772-0003　鳴門市
撫養町南浜字東浜31番36（☎684･1731／FAX684･1732）

【募集期間】２月１日（水）～29日（水）　《当日消印有効》
【選考方法】書類審査と面接審査
【賞状および賞金 】10万円ほか多数副賞
※鳴門うずしお大使に選出された方の推薦者には賞金
５千円を進呈します（推薦者全員に粗品を進呈）

第27期鳴門うずしお大使　募集

市民チャンネル番組ガイド
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レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
と

き
】２
月
26
日（
日
）午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

【
と
こ
ろ
】キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅
前
店
４
階

【
内

容
】リ
ズ
ム
で
あ
そ
ぼ
う
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
く
じ
引
き
大

会
、
子
育
て
悩
み
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

【
対

象
】就
学
前
の
親
子

【
問
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
応
援
団
レ
イ

ン
ボ
ー　
☎
６
７
８･

７
７
８
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
演
会

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
に
参

加
し
た
、
自
衛
隊
員
の
現
場
で
の
声
を

聞
き
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
災
害
に
備

え
て
、
自
分
た
ち
で･

地
域
で
で
き
る

事
を
今
一
度
考
え
ま
し
ょ
う
。

【
と

き
】２
月
21
日（
火
）午
後
２
時
～
４
時

【
と
こ
ろ
】老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
演

題
】｢

災
害
派
遣
報
告｣

【
講

師
】高
知
駐
屯
地
所
在　
陸
上
自

衛
隊　
二
等
陸
佐　
津
田
充み

つ
と
し寿
さ
ん

【
問
】市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

☎
６
８
４・１
１
８
９

藤
岡
明
美
さ
ん
と
卓
球
を
楽
し
む
会

　
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
ど
な
た
で

も
出
場
で
き
ま
す
。

【
と

き
】３
月
18
日（
日
）午
前
９
時
～

【
と
こ
ろ
】鳴
門
市
民
会
館

【
準
備
物
】ラ
ケ
ッ
ト
、
卓
球
が
で
き
る

服
装
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
な
ど

【
参
加
料
】１
チ
ー
ム（
３
～
４
人
）３
０
０
円

【
申
し
込
み
】３
月
９
日（
金
）ま
で
に
徳

島
市
南
昭
和
町
４
丁
目
44

−

27　
榎
並

（
☎･

FAX
６
２
５・３
１
２
８
）へ
。

ド
イ
ツ
館

ヴ
ル
フ
大
統
領
展

　
平
成
23
年
10
月
に
鳴
門
市
を
訪
問
さ

れ
た
ド
イ
ツ
の
ヴ
ル
フ
大
統
領
の
展
示

会
。
州
首
相
時
代
の
訪
問
の
様
子
も
写

真
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

【
と

き
】２
月
８
日（
水
）～
23
日（
木
）

【
と
こ
ろ
】市
ド
イ
ツ
館（
入
館
料
必
要
）

フ
リ
ー
デ
ン
ス
フ
ェ
ス
ト

【
と

き
】２
月
26
日（
日
）午
後
１
時
～

３
時
30
分

【
内

容
】歌
、サ
ッ
ク
ス
コ
ン
サ
ー
ト
、

箏
二
重
奏
抽
選
会
な
ど

【
と
こ
ろ
】市
ド
イ
ツ
館
１
階

【
入
場
料
】１
０
０
０
円（
小
中
高
５
０
０
円
）

【
問
】市
ド
イ
ツ
館 

☎
６
８
９･

０
０
９
９

図
書
館

ベ
ニ
ウ
ズ
展

【
と

き
】２
月
23
日（
木
）～
26
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

※
26
日
は
午
後
５
時
ま
で

【
と
こ
ろ
】市
立
図
書
館
３
階
展
示
室

２
月
の
休
館
日

▼
２
月
６
日（
月
）▼
11
日（
土･

祝
日)

▼

13
日（
月
）▼
20
日（
月
）▼
27
日（
月
）▼

29
日（
水･

館
内
整
理
日
）

【
問
】市
立
図
書
館
☎
６
８
５･

０
２
５
５

／
FAX
６
８
６･

６
５
８
９

BOAT RACE鳴門 【ボートレース鳴門開催】 ●1月31日㈫～2月5日㈰ 
ウインターカップ ●2月10日㈮～15日㈬ オール女子戦なると金時杯 ●2月23
日㈭～26日㈰ BOAT Boyカップ ●3月1日㈭～5日㈪ 競艇マクール杯
【場外発売】 ●1月31日㈫～2月5日㈰ GⅠ宮島57周年［宮島］ ●2月10日㈮～12
日㈰ GⅠ芦屋59周年［芦屋］ ●2月18日㈯～19日㈰ GⅠ住之江55周年［住之江］ 
●2月23日㈭～26日㈰ GⅠ常滑58周年［常滑］ ●2月28日㈫～3月4日㈰ GⅠ女子
王座決定戦［多摩川］
【エディウィン鳴門】 ●2月20日㈪は休館日となります。

　鳴門市国民健康保険では、今
年も脳ドック・人間ドックの募
集を行います。

【募集期間】２月13日（月）～ 17
日（金）

【対　象　者】昭和13年４月２日～
58年４月１日生まれの国民健康
保険の被保険者で、平成23年12
月までの国民健康保険料の未納
がない方。
※申請時、国保の被保険者であっても健診日まで
に被保険者でなくなった方は受診できません。

【申し込み】被保険者証を持参の上、市役所保険課
保険管理担当（☎684･1204）へ。

【自己負担額】受診費用の２割（1000円未満切り捨
て）
※申込者多数の場合は抽選を行い、結果を４月上
旬にお知らせします。脳ドッ
ク・人間ドックいずれか１
つのみ受診できます。
※40歳以上の方の健診結果
は、特定健診のデータとし
て使用します。

市民課連絡所をご利用ください
　市役所には本庁のほかに、本庁から離れた地域の
市民の利便性をはかるため、市民課連絡所を設けて
います。

◎連絡所で扱っている事務
　戸籍謄抄本の交付、住所変更、住民票写しの交付、
印鑑証明書の交付事務、そのほか各課の相談取り次
ぎ事務など

【問】 市役所市民課　☎684･1135

国民健康保険 脳・人間ドック募集

連絡所名 所在地 
里 浦 連 絡 所
☎686・3219

〒772-0021 里浦町里浦字花面
535-2 　里浦公民館内

鳴 門 連 絡 所
☎687・1151

〒772-0051 鳴門町高島字北86
鳴門公民館内 

瀬 戸 連 絡 所
☎688・0530

〒771-0361
瀬戸町堂浦字地廻り弐 266 

北 灘 連 絡 所
☎682・0001

〒771-0374
北灘町宿毛谷字クロハエ66

堀 江 連 絡 所
☎689・0001

〒779-0302 大麻町大谷字道の
上24　堀江公民館内 

板 東 連 絡 所
☎689・1201

〒779-0233
大麻町板東字宝蔵65 

バレンタイン・コンサート（参加無料）
【と　き】２月５日（日）
　　　　午後１時～４時

【ところ】北島町創世ホール
※託児あり（前日までに要予約）

【問】NPO法人教育倫理プラザ 多田
☎090・7781･7337
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【と　き】２月21日（火） 午後１時30分～３時
　　　　２月27日（月） 午前10時～11時30分

【ところ】共済会館３階小会議室
【申し込み】開催日前日までに、市役所長寿
介護課（☎684・1175）へ。
※研修を修了された方にはサポーターの証
であるオレンジリングをお渡しします。

　次の計画の策定や見直しに
あたり、市民の皆さんの意見
を募集します。計画の素案は、
期間中に右記の閲覧場所で公
表するほか、市公式ホームペー
ジに掲載します。
問 市役所企画課
　 ☎684･1120

案 件 名 鳴門市障害者計画及び
第３期障害福祉計画の策定

鳴門市環境基本計画の
一部見直し

募集期間 ２月14日（火）～３月14日（水） ３月１日（木)～３月21日（水）
閲覧場所 社会福祉課、健康づくり課（市役所

本庁舎１階）、長寿介護課（保険棟）
環境政策課（クリーンセンター
環境学習館３階）、市立図書館

担 当 課
社会福祉課　☎684･1219／
FAX684･1337／Ｅメール:shakaifu
kushi@city.naruto.lg.jp

環境政策課   ☎683･7571／
FAX683･7579／Ｅメール:kan
kyo@city.naruto.lg.jp

応募方法 住所･氏名･電話番号･意見を記入し、郵便･FAX･Ｅメールの
いずれかで、それぞれの案件の担当課へ。

対 象 者
①市内在住、在勤、在学の方②市内に事務所または事業所が
ある個人および法人またはその他の団体③この手続きに係る
案件に利害関係がある方

参
加
者
募
集 

い
き
い
き
な
る
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業

認知症サポーター養成講座参加者募集
認知症を学び地域で支えよう

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
て
生
き
が
い
づ
く
り

や
、
ご
自
身
の
介
護
予
防
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
生
き
生
き
と
し
た

地
域
社
会
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方（
鳴
門
市
の
介
護
保
険
第
１
号
被

保
険
者
）で
、
要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
方

【
事
業
の
流
れ
】①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
：
事
業
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
方

は
所
定
の
研
修
を
受
講
後
、登
録
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
を
受
け
取
り
ま

す
。
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
：
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
先
の
紹
介
を
受

け
、
活
動
を
行
い
ま
す
。

③
手
帳
に
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
う
：
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
１
時
間
を
１
回
と

し
て
手
帳
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も

ら
い
ま
す
。
④
申
請
に
よ
り
転
換
給

付
金
が
も
ら
え
る
：
１
個
の
ス
タ
ン

プ
を
１
０
０
ポ
イ
ン
ト=

１
０
０
円

と
算
定
し
、
３
月
末
に
貯
め
た
ポ
イ

ン
ト
を
５
千
円
を
限
度
額
と
し
て

「
う
ず
と
く
商
品
券
」に
転
換
し
て
給

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
活
動
内
容
】①
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
指
導
、
参
加
支
援
／
②
食
事
作

り
の
補
助
／
③
お
茶
出
し
や
食
堂
内

の
配
膳
・
下
膳
な
ど
の
補
助
／
④
散

歩
、
外
出
な
ど
の
補
助
／
⑤
行
事
開

催
時
の
運
営
補
助
／
⑥
話
し
相
手
／

⑦
利
用
者
の
趣
味
活
動
の
支
援
／
⑧

環
境
整
備
／
⑨
そ
の
他

【
活
動
場
所
】鳴
門
市
内
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施
設
・
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

【
申
し
込
み
】研
修
前
日
ま
で
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
研
修
希
望
日
を

電
話（
☎
６
８
４・
１
１
７
５
）も
し

く
は
フ
ァ
ク
ス（
FAX  ６
８
４・１
３
２

１
）で
市
役
所
長
寿
介
護
課
へ
。

※
活
動
の
参
加
に
あ
た
っ
て
は
、
研
修
の

受
講
を
条
件
と
し
て
い
ま
す

【
研
修
日
】２
月
23
日（
木
）ま
た
は
２

月
28
日（
火
）午
後
１

時
30
分
～
５
時

共
済
会
館
３
階

パブリック
コメントを募集

市有地の競争入札
【申込期間】　２月１日（水）～21日（火）
【申込書提出場所】　市役所まちづくり課（共済会館）
【入札執行】　２月24日（金）
◆受　　付：午前９時30分～
◆入札開始：午前10時～

【入札場所】　鳴門市役所共済会館
　　　　　　３階小会議室

入 札 物 件
【所　　在】　里浦町里浦字花面340番２～７
【地　　目】　宅地
【用途地域】　第一種住居地域
【建築制限】　建ぺい率60％　容積率200％

入札物件①　340番２　　　　　　　 
【面積】175．78㎡　【最低売却価格】3,269,500円　

入札物件②  340番３　　　　　　　 
【面積】202．92㎡　【最低売却価格】3,774,300円

入札物件③　340番４　　　　　　　 
【面積】178．02㎡　【最低売却価格】3,489,200円　

入札物件④　340番５
【面積】178．23㎡　【最低売却価格】3,493,300円

入札物件⑤　340番６
【面積】178．55㎡　【最低売却価格】3,428,200円

入札物件⑥　340番７
【面積】192．54㎡　 【最低売却価格】3,658,300円

問 市役所まちづくり課　☎６８４･１１７１
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母子保健担当：☎684・1206
成人保健担当：☎684・1137

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1206
成人保健担当：☎684・1137

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

お問い
合わせ

検 診 名 実 施 日 対 象 児 受付時間
３歳 児 健 診 ２月16日㈭ 平成20年８月生まれ 12：30～13：00
１歳６か月児健診 ２月10日㈮ 平成22年８月生まれ 12：30～13：00
９か月児健診 ２月２日㈭ 平成23年４月生まれ 12：30～13：00
４か月児健診 ２月９日㈭ 平成23年10月生まれ 12：30～13：00
股 関 節
脱 臼 検 診 ２月17日㈮ 平成23年12月生まれ

平成23年９月生まれ 12：40～13：00

（老人福祉センター 3F）
平成24年2月乳幼児健診の日程表

2月4日（土） 8：30～12：30、 3月3日（土）  8：30～12：30
お元気ＳＵＮROOM  土曜日の開所日

休　日　当　番　医
◎受診は救急患者に限られ、往診はできません。
◎平日・土曜日午後６時～午後11時まで
　日曜・祝日午前９時～午後11時までに
◎午後11時からは、かかりつけの医などをご利用ください。
◎休日当番医は予告なく変更されていることがあります。 

休日夜 間当番 医の問い合わせはテレホンガイド 
（☎685・3322）へ。

担当医院 ところ 科 　目 電話番号
２月５日 吉田整形外科 木津野 整・リウ・リハ 684･1550

11日 森本内科循環器科 木津野 内・循・呼・小・消・皮・理 686・8181
12日 西 條 内 科 南 浜 内・呼・循・消 686・1235
19日 北 田 医 院 明 神 内・小・泌・リハ 683・7050
26日 鳴門川島クリニック 段 関 内・ 呼・ 循 683・0810

３月４日 津保整形外科 桧 整・内・リハ 683･5560

　平成23年9月に「働く世代への大腸がん検診推進事業」と
して、下記の大腸がん検診の該当者に「無料クーポン券」
を送付しています。市役所への申込期限は２月29日（水）で
す。まだ、利用されていない方は、この機会にぜひ検診を
受診しましょう。

大腸がん検診　無料クーポン券該当者年齢
 

　無料クーポン券の該当者で、無料クーポン券がお手元に
ない方は検診申込時に職員へお伝えください。

利用しましたか？
～大腸がん検診無料クーポン券～

40歳 昭和45年４月２日～昭和46年４月１日
45歳 昭和40年４月２日～昭和41年４月１日
50歳 昭和35年４月２日～昭和36年４月１日
55歳 昭和30年４月２日～昭和31年４月１日
60歳 昭和25年４月２日～昭和26年４月１日

　平成22年県民健康栄養調査によると、身体状況で
は男女共に全国調査（H20）より肥満の割合が高く、
男性では32.1％、女性では22.7％と、女性より男性
の肥満の割合が高くなっています。また、やせの人
の割合は、男性は40歳以上、女性は30歳以上の各年
齢で増加しています。特に女性の30～39歳で増加が
顕著であり二極化が見られます。
　食事状況では、朝食欠食者が各年代とも前回調査

（H15、H19）より高くなっています。また、何も食べ
てない人の割合は全国調査（H20）よりも少なかった
が、食べている内容を見てみるとサプリメントや菓
子・果物などのみしか食べていない人が多いという
結果がでています。
　生活習慣病予防のため、まずは一人一人が自分の
食生活を見直してみましょう。

● 朝・昼・晩、1日3食規則正しく
　1日のスタートである朝食をきちんと食べること
で生活のリズムが整い、午前中の活動のためのエネ
ルギー源となります。しかし、朝ごはんを食べずに

～生活習慣病の予防は毎日の食卓から！～
昼と夜にまとめて食べるいわゆる「ドカ食い」や遅い
時間の夕食の取り過ぎは肥満の原因にもなります。
健康な生活を送るためには１日３食規則正しく食事
をしましょう。

● 主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。
　食事をバランスよく取るためには、ごはんやパン
などの主食に、おかずの中心となる主菜（１皿）、付
け合わせとなる副菜を（１～２皿）、汁物、牛乳・果
物などさまざまな食品を組み合わせて食べましょう。
１日に不足しがちな野菜などを朝食でしっかり取る
には具だくさんのみそ汁やスープがお薦めです。

　長年続いた生活習慣を変えることは難しいことで
すが、生活習慣の改善は毎日の積み重ねにより効果
が表れるものです。また、継続す
ることも必要です。無理をせず、
自分に合った方法で、少しずつ改
善していきましょう。

　1月16日、市内中学校でインフルエンザによる学級閉
鎖がありました。今後流行が見込まれますので、特に
お年寄りや基礎疾患をお持ちの方、幼児、妊婦の方を
中心に注意が必要です。

【インフルエンザ予防のポイント】
①人ごみを避け、外出先から帰ったら手洗いを…イン
フルエンザにかかった人がいる可能性が高い人ごみを
できるだけ避け、外出先から帰ったら手洗いを徹底し
ましょう。
②「かかったら広げない」周りの人への配慮を…もしイ
ンフルエンザにかかってしまったら、周りに広げない
ことがとても大切です。せきやくしゃみが出る時には、
他の人から顔をそらせ、マスクを着用するなどのせき
エチケットを心がけましょう。
③ピーク前のワクチン接種…インフルエンザにかかっ
た場合の重症化を防ぐ効果が期待できます。接種から
２～３週間で効果が現れますので、流行がピークを迎
える前の接種が望まれます。

インフルエンザ患者が急増中！
ピークに備え、あらためて予防の徹底を

17 平成24年２月号
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「
成
人
の
日
」の
前
日
の
１
月
８

日
、
新
し
く
大
人
の
仲
間
入
り
を
し

た
６
５
３
人
の
う
ち
、４
６
７
人（
男

性
２
３
６
人
、
女
性
２
３
１
人
）が

出
席
し
、
鳴
門
市
成
人
式
が
市
文
化

会
館
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て

宮
本 

大
雅
さ
ん（
大
津
町
木
津
野
・

下
写
真
）が
泉
市
長
か
ら
成
人
証
と

記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
続
い

て
、
市
長
が「
新
成
人
の
皆
さ
ん
に

は
、
そ
の
柔
軟
な
思
考
と
と
も
に
、

社
会
に
あ
ふ
れ
る
情
報
に
対
応
す

る
、
確
か
な
知
識
や
責
任
感
、
ま
た

強
い
好
奇
心
と
人
を
大
切
に
す
る
思

い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、
新
た
な
社

会
づ
く
り
に
主
体
的
に
参
画
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
予
測
困

難
な
未
来
に
も
、
い
か
に
遠
く
に
見

え
る
目
標
に
も
、
自
分
を
信
じ
て
踏

み
出
し
て
い
け
る
勇
気
こ
そ
が
、
皆

さ
ん
の
若
い
力
で
す
。」と
あ
い
さ

つ
。
こ
の
後
、｢

は
た
ち
の
主
張｣

の

入
賞
者
が
表
彰
さ
れ
、
市
長
賞
の
長

濱
萌
さ
ん（
撫
養
町
斎
田
）が
作
品
を

発
表
し
ま
し
た
。
式
後
も
晴
れ
着
や

ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
が
友
人
同
士
で

談
笑
し
た
り
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り

し
て
、
会
場
は
華
や
い
だ
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
平
成
４
年
に
東
京
都
世
田

谷
区
で
生
ま
れ
、
４
歳
の
時
に
父
の

ふ
る
さ
と
で
あ
る
鳴
門
に
家
族
で

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
撫
養

小
学
校
を
卒
業
し
、
県
下
で
初
め
て

設
立
さ
れ
た
中
高
一
貫
教
育
校
で
あ

る
徳
島
県
立
城
ノ
内
中
学
校
・
高
等

学
校
の
一
期
生
と
し
て
学
び
、
現
在

は
、
奈
良
県
立
大
学
地
域
創
造
学
部

で「
地
域
」や「
観
光
」を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
新
し
い
地
域
社
会
を
創
造
す
る

理
念
や
手
法
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

私
が「
新
し
い
地
域
の
創
造
」や

「
地
域
振
興
」に
興
味
を
持
っ
た
の
に

は
、
鳴
門
で
過
ご
し
た
14
年
間
で
経

験
し
た
二
つ
の
活
動
が
、
そ
の
動
機

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
中
学
・
高
校
の
６
年
間

を
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
の
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
で
す
。

当
時
、
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
は
、
Ｊ
リ
ー

グ
に
加
盟
し
た
ば
か
り
で
、
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
も
初
心
者
の
集
ま
り
で
し

た
。
鳴
門
教
育
大
学
在
学
中
の
先
輩

方
に
ダ
ン
ス
や
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

を
教
わ
り
、
無
我
夢
中
で
活
動
し
ま

し
た
。高
校
生
に
な
る
と
、チ
ア
リ
ー

ダ
ー
の
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
や
運
営
な
ど
に
も
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
が

関
わ
っ
た
試
合
や
イ
ベ
ン
ト
へ
、
県

内
外
か
ら
多
く
の
観
客
や
参
加
者
が

集
ま
る
の
を
見
る
に
つ
け
、
ス
ポ
ー

ツ
の
持
つ
力
や
可
能
性
を
深
く
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
集
客
力
や

経
済
効
果
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
な

ど
を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
新
し
い
地
域
振
興
や
特
色
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
名
所
や
史
跡
旧

跡
・
温
泉
地
な
ど
を
め
ぐ
る
従
来
型

の
観
光
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
・
教
育
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
？
そ
ん
な

こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
小
学
校

６
年
の
と
き
に
日
本
代
表
と
し
て
参

加
し
た「
国
連
子
ど
も
特
別
総
会
」で

す
。
本
来
な
ら
２
０
０
１
年
に
開
催

予
定
の「
国
連
子
ど
も
特
別
総
会
」で

し
た
が
、
あ
の
９
・
11「
ア
メ
リ
カ

同
時
多
発
テ
ロ
」で
半
年
延
期
に
な

り
、
２
０
０
２
年
の
５
月
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
世
界

１
３
２
ヶ
国
か
ら
２
３
９
人
の
子
ど

も
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
に
集
ま

り
、
子
ど
も
の
健
康
、
教
育
、
暴
力
、

エ
イ
ズ
問
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
私
は
、
初

め
て
世
界
中
で
は
毎
年
１
１
０
０
万

人
の
子
ど
も
が
５
歳
未
満
で
死
亡

し
、
１
億
５
千
万
人
の
子
ど
も
が
栄

養
失
調
で
死
去
、
４
人
に
１
人
が
絶

対
的
貧
困
の
も
と
で
生
活
し
、
１
億

２
千
万
人
以
上
の
子
ど
も
が
基
礎
教

育
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
知

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
、
世
界

中
の
宗
教
指
導
者
の
前
で
、
子
ど
も

へ
の
搾
取
、
虐
待
、
暴
力
か
ら
の
保

護
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
自

分
た
ち
の
優
遇
さ
れ
た
環
境
と
、
世

界
の
子
ど
も
た
ち
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い

て
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
ま
ち
が
好
き
で
す
。

い
つ
か
こ
の
ま
ち
の
発
展
に
寄
与
で

き
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
成
人
と
な
っ
た
今
、

ふ
る
さ
と
鳴
門
が
、「
子
ど
も
た
ち
が

夢
を
持
ち
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
自

由
に
行
動
で
き
る
」、
そ
ん
な
ま
ち

で
あ
り
つ
づ
け
ら
れ
た
め
に
、
大
学

で
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
新
し
い
地

域
の
創
造
に
向
け
て
参
画
で
き
る
よ

う
、
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

市
長
賞
以
外
の
入
賞
者

▽
市
議
会
議
長
賞

藤
田 

悠ゆ

里り

さ
ん（
鳴
門
町
高
島
）

▽
市
教
育
委
員
長
賞

吉
川 

健
太
さ
ん（
里
浦
町
里
浦
）

鳴
門
市
成
人
式

「新しい地域の創造に向かって」

はたちの主張
市長賞

長
なが

濱
はま

　萌
もえ

さん
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○臨床工学技士を目指して	 中田　智大さん（大麻町姫田）
　現在、私は大学の理工学部で、臨床工学技士を目指して勉強し
ています。臨床工学技士とは、病院内で医師・看護師や各種の医
療技術者とチームを組んで生命維持装置の操作などを担当した
り、医療機器がいつでも安心して使用できるように保守・点検を
行う医療機器の専門医療職です。
　これを志したのは、小学３年生の時にかわいがってくれた祖父
を亡くしたのがきっかけで、勉強をするごとに臨床工学技士とい
う仕事の大切さを身に感じています。
　成人式を迎えたことを機に、あらためて多くの人の命を救うことで社会に貢献できるよ
う、臨床工学技士を目指していきたいと考えています。

○常に笑顔で子どもに夢を与えたい
	 岩本あかねさん（瀬戸町大島田）
　４歳のとき家族でディズニーランドに行き、そのときからキャ
スト(案内役)になることが夢でした。高校卒業後、その夢は叶い、
現在もゲスト(来客者)に喜んでもらえるよう、常に笑顔でいる理
想のキャストとなれるよう奮闘しています。自分の姿を見たお子
さんがキャストを目指してくれるようなそんな人になりたいと
思います。成人式では、同級生の出産の話しを耳にするなど、み
んな充実した私生活を送っている様子で、私も日々の仕事の忙し
さに負けず公私ともに頑張りたいと思います。そして将来は両親のようないつまでも仲良
くいられるパートナーに出会いたいです。

○これからは恩返しを	 金
かね
谷
たに
　　龍

りゅう

さん（大津町木津野）
　この成人式を迎えるにあたり、今まで自分を見捨てずに守り育
ててくれた両親に非常に感謝しています。学生のときには問題行
動などで、周りに迷惑をかけていましたが、こうして無事に仲間
たちと成人式に参加することができました。
　現在、社会人として働いていますが、成人式を迎えたことを機
に、あらためて一人の社会人として、今までお世話になった方々
に恩返しをしていくとともに、自分から率先して行動し、人を牽
引して育てていくことができるリーダーになれるよう努力して
いきたいと考えています。

○成人しますます責任感を持ちました
	 益田　朋実さん（鳴門町三ツ石）
　私は、小さな頃に出席した親戚の結婚式で深い感動を覚えて以
来、ブライダル関係の仕事がしたいと思うようになりました。自
分のしたい事は自分でという思いから、高校の学費と今のブライ
ダル学校の学費を自分のバイト代で賄っています。今は実家から
通学していますが、早く就職し一人暮らしを始め、親に恩返しを
したいと思います。成人としての責任感をさらに持ち、夢に向
かって頑張ります。
　終始華やかな雰囲気に包まれた成人式に参加し、とても良い思い出となりました。

○世界で活躍したい	 大
だい
喜
き
　理絵さん（里浦町里浦）

　成人式や飲み会に参加し、また選挙にも参加できるようになっ
たことで、大人の仲間入りをしたのだなと実感しています。私は
以前から国際的なことに興味があり、自身の英語力を生かし飛行
機の客室乗務員になりたいと思っています。今その夢を実現する
ため、県外の大学で勉強中です。努力を重ね自分の夢をかなえる
ことで、今まで育ててくれた親へ感謝の気持ちを伝えたいと思っ
ています。
　私が世界を飛び回っている頃には、もっと人も街もいきいきとした、
帰郷した際に元気を分けてくれるような、そんなまちに鳴門はなって欲しいと思います。

○夢のためにまい進中	 岩井　　亮さん（撫養町大桑島）
　昔から音楽が好きで、音響エンジニアを目指して現在、大阪の
専門学校に通っています。成人式のために久しぶりに鳴門に帰っ
てきましたが、見慣れた自然あふれる風景に心癒されました。ま
た多くの仲間たちとも久しぶりに再会でき、とても盛り上がりました。
　両親に対しては、いろいろ自分のわがままを聞いてくれて感謝
しています。有名なアーティストのレコーディングに携わるな
ど、音楽で多くの人を感動させることができる音響エンジニアに
なり、夢をかなえることで両親に恩返しがしたいと考えています。
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現
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世
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25,945 世
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前

月
よ

り
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帯
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出

生
 

34人
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101人
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フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る｢

も
の
づ
く
り
魅
力
発
見
セ
ミ
ナ
ー｣

防
災
へ
の
取
り
組
み
の
決
意
を
新
た
に
　
消
防
出
初
め
式

　
１
月
23
日
、
市
内
の
商
工
農
水
産

者
お
よ
び｢
食｣

に
興
味
の
あ
る
求
職

者
を
対
象
に
無
料
の
、｢

も
の
づ
く
り

魅
力
発
見
セ
ミ
ナ
ー（
全
５
回
）｣

が

鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
第
１

回
目
の
こ
の
日
は
、
四
国
放
送
ゴ
ジ

カ
ル
に
出
演
中
の
田
中
美
和
フ
ー
ド

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
講
師
に
迎

え
、
市
場
調
査
の
方
法
や
注
意
点
、

新
商
品
の
開
発
方
法
な
ど
を
参
加
者

同
士
で
意
見
を
出
し
合
い
、
考
え
な

が
ら
学
び
ま
し
た
。
講
師
の
田
中
さ

ん
は｢

市
場
調
査
は
趣
味
と
し
て
日

常
か
ら
行
い
、
は
や
り
の
予
兆
を
素

早
く
感
じ
取
る
事
が
大
切
で
す｣

と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
主
催
し
た
鳴

門
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会（
☎

６
８
９･
３
２
７
０
）は
２
月
６
日
か

ら｢

企
画
力･
営
業
力
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー（
全
５
回
）｣
も
無
料
で
開
催
す

る
予
定
で
す
。

　
１
月
８
日
、
鳴
門
ウ
チ
ノ
海

総
合
公
園
で
恒
例
の
消
防
出
初

め
式
が
行
わ
れ
、
市
内
47
消
防

分
団
の
団
員
や
関
係
者
約
６
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
功
労
者
の
表
彰
式

な
ど
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
初

参
加
の
う
ず
し
お
少
年
少
女
消

防
ク
ラ
ブ
を
先
頭
に
消
防
団
員

と
消
防
車
両
約
50
台
に
よ
る
観

閲
行
進
や
消
防
分
団
に
よ
る
一

斉
祝
賀
放
水
な
ど
も
行
わ
れ
、

寒
気
に
も
負
け
な
い
消
防
団
員

の
勇
姿
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

田
中
美
和
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

観閲行進するうずしお少年少女消防クラブ

ウチノ海に向けての一斉祝賀放水

グループで新商品の開発を考える参加者ら

20平成24年２月号
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